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要 約
2型糖尿病者における 〈日常〉の現象学的記述
背景
2型糖尿病 は,肥 満人 口の増加 を背景 にして,低 ・中所得国を中心に世界規模 で爆発的
に増加 している。わが国でも 「生活習慣病」の呼称 のもとで諸対策が講 じられてきている
が,糖 尿病有病者はいまだ膨大な人 口のままである。2型 糖尿病の医療 においては,病 者
は複合疾患や全身に及ぶ合併症 を発症 している可能性が高 く,多 様な診療科 を受診す るこ
とが多い。それ ゆえ,医 療専門職者全般にそのケアの質の向上が求め られている。
長期 にわたる2型 糖尿病者の経験は さま ざまな局面 を伴い,そ のケアには困難 を伴 うこ
とも多い。そのため,病 者 の経験が明 らかに される必要がある。病者 の経験 については,
病いやセル フケアの経験に特化 した先行研究 が多いが,慢 性の病い経験 は 日常的にあた り
まえとなって病者 もそれになじんでいる。2型 糖尿病者 の経験を捉えるには,こ のよ うな
"病い とは言いがたい"様 相 を明 らかにす る
,新 たなアプローチが必要である。
研究 目的
2型糖尿病者に とってあた りまえとなってい る 〈日常〉の経験を,入 院や定期的な診察
場面,生 活場面への参与を通 じて現象学的に記述す ることである。 とりわけ,治 療 を続 け
てい る2型 糖尿病者 に生起す る 〈日常〉の構造を記述する。 なお,本 研究で用いる 〈日常〉
は,生 物医学的な見方 としての疾患 ・治療,こ れに対置 され る病い ・生活 とい う対立構造
を棚上げ し,病 者の経験 としての疾患や治療 をも含み持つ可能性がある 〈日常〉で あるた
め 〈 〉をつけて表記 している。
研究方法
あた りま えとなっている経験は,普 段 は自覚 されづ らく,そ れが破 たん したときに見え
て くる。そ こで,2型 糖尿病者 のあた りまえを浮上 させ るために,入 院 と定期的な診察の
機会に参与す るとい う方法を選択 した。また,家での生活はいつ ものことが営まれている。
その ようにいつもの場へ参与す ることでも 〈日常〉に接近できると考えた。
2型糖尿病,あ るいはその合併症の治療 目的で入院 している者4名 に,約1年 間,参 加
観察 と非構造化インタビュー を実施 した。入院 中は退院支援の場面,退 院後 は定期受診の
場面 と生活場面 を参加観察 し,適 宜,イ ンタ ビューを実施 した。 自覚 されづ らいあた りま
え となっていることは,現 象学者 メルロ=ポ ンティが述べ るように 「認識以前の世界」に
たち帰る必要がある。そ こで,現 象学の思想 を参照 して,2型 糖尿病者 における 〈日常〉
の経験に着 目して,そ の成 り立ちを記述 した。本研究は,本 学の研究安全倫理委員会に よ
る承認(承 認番号:14098)を受 けて実施 した。
結果
「入院か ら始 まった2型 糖尿病者の経験」 を1名 ずつ記述 した。各研究参加者 において
あた りまえとなっている経験は,以 下の通 りであった。退院後間もな く悪化 した」血糖 コン
トロールが続いた研究参加者 は 「実感 を手がか りに して決断」 し,1年 間にわた りHbAlc
値が変動 した研究参加者 は 「緩やかに揺れる数値 を生 き」ていた。 良好な血糖 コン トロー
ルが持続 していた研究参加者は 「ちょっ とした ことで安定 して くる」 日常を送 り,入 院中
に覚えた食事 と運動 を厳密に継続 した研究参加者は 「獲得 したパターンに従 っ」ていた。
次いで,研 究参加者のあいだで類似 していた 「2型糖尿病者 のあ りふれた治療経験」を
記述 した。 「病院食の経験に宿 る間身体的な了解が作動する」経験,「普段の食 と食事療法
とのずれ を存在 させ るための方法」,「自己穿刺行為 してきた身体が もっ確 かな時間幅」の
成 り立ちが明らかになった。
考察
入院,い つ もの取 り組み,診 察か ら,あ た りまえ となっている経験 を多角 的に論究 し,
それぞれの機会か ら2型 糖尿病者 における 〈日常〉の経験 を開示 した。
入院は,それまで埋 もれていた習慣的なふ るまいを振 り返 る契機 になっていた。一方で,
入院 を繰 り返 した経験は,治 療 して きた長い時間を見渡す ときに一つの習慣 として組み込
まれてお り,2型 糖尿病 と暮 らし続けていた身体に親 しんだ知になっていた。研究参加者
たちは,い つ もの取 り組み を"や る"や"す る"と い う主体的な表現で伝 える一方で,血
糖値や体重な どの変動 した数値 の現われか ら自ず と取 り組みが生まれて もいた。定期的な
診察では,捉 えなお した近況 を主治医に提示 し,主 治医 と検査値 を共有 して過去 と未来を
含み込んだ現在 を意味づけ,交 渉や説得な どの相互行為を介 してこれ か らの治療方針や暮
らし方を決定 していた。 また,受 診の合間には,定 期的な診察の機会 がふ と頭 を過 ること
があ り,自 分の近況 を振 り返っていつもの取 り組み を修正 していた。 このよ うに,入 院,
いつ もの取 り組み,診 察は,折 に触れて 日常を振 り返 る装置にな りっっ,あ た りまえとな
って見えな くなってい くものでもあった。
結論
研 究参加者 たちは,入 院や定期的な診察の機会に主治医たちの視線 に触れ,さ らにはそ
の機会 にHbAlc値を見っっ,ま た,普 段 から血糖値や体重 といった数値 を確認 しっっ,そ
こに自分の習慣的なふ るまい を見て取っていた。彼/彼 女 らは,時 には痛感す るように,
時にはふ と気づ くように,さ ま ざまな仕方で頻繁に習慣 を捉 えなお していた。他方,こ の
よ うな捉 えなお しは習 慣化 されてもいた。2型 糖尿病者 の 〈日常〉の経験には,習 慣の捉
えなお しとその習慣化のたえまない運動があった。
この運動の中で,習 慣 の捉 えなお しを促 していたのは,医 療専門職者のまなざしや数値
の現われ といった他 なる視線 に突 き動か され る隠れ た志向性であった。研究参加者た ちに
は,医 療専門職者 らの視線 に触れて取 り込んで きた主体性,治 療 を続 けなが ら未来 に向か
お うとす る身構 え,痩 せてきた身体か ら湧き出るさらなる減量への 目標があった。彼/彼
女 らは,能 動的 ・主体的に治療 に取 り組みなが らも,そ の手前で働 くこれ らの隠れ た志向
性 によって他なる視線に動機づけ られ,治 療の継続 を可能 にしていた。
本研究の記述か ら見出 された,他 の視点を含み持つ 〈日常〉の経験 は,2型 糖尿病の原
因 としての"生 活習慣"や,個 々の病者 に求め られ てきた"能 動性 ・主体性"と い う概念
の再検討 を促す ものであ り,併せて,2型 糖尿病者 のケアを再考 していく素地 として,医
療専門職者 に重要な視点を与えるものである。
